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交通安全はみんなの願い
死亡交通事故
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平成 27年

6月 30日現在 3971 日達成

平成27年　7月号
No. 529

Ｐ２　　　　Ｂ・Ｂ来村
Ｐ 3　　　　中学校海岸清掃
　　　　　　ふるさと教室ほか　　　　　　　　　
Ｐ 4　　　　北海道知事来村
　　　　　　選挙管理委員会
　　　　　　連合会表彰
Ｐ 5　　　　健康通信ほか　　　　　
Ｐ 6　　　　後期高齢者
            医療制度のお知らせ
Ｐ 7　　　　国保税は納期内
            に納めましょう　
Ｐ 8～ 9　　村からのお知らせ
Ｐ 10　　　 わが家のお殿様ほか

　運動会 ・ 体育大会
　村内各学校・保育所で運動会、体育大会が

　行われました。
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日本ハムファイターズ
　　　　　　Ｂ・Ｂ来村
北海道日本ハムファイターズのマスコットキャラクター B・Bが

全道の市町村を訪問するプロジェクト「２１２物語」の撮影で６

月１６日に島牧村にやって来ました。

　
こ
の
日
、B
・
B
は
「
賀
老
の
滝
」
や
「
江

ノ
島
海
岸
」
な
ど
村
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

10
ヵ
所
を
訪
れ
て
撮
影
。

　
永
豊
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
村

民
と
の
交
流
会
で
は
、
会
場
に
訪
れ
た
村
民

約
70
名
と
一
人
一
人
サ
イ
ン
や
握
手
、
記
念

撮
影
を
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
B
・
B
は
「
島
牧
の
綺
麗
な
海
や
賀
老
の
滝
の
迫
力
に
驚
い
た
。

次
回
島
牧
に
来
た
時
に
は
子
ど
も
達
と
一
緒
に
野
球
が
し
た
い
」
と

コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
に
撮
影
さ
れ
た
映
像
は
、
7
月
11
日
に
札
幌
ド
ー
ム
で
行

わ
れ
た
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
戦
の
試
合
開
始
前
に
、
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で

放
映
さ
れ
ま
し
た
。
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中学校海岸清掃

ふるさと教室

　6月２日、今年も中学校で生徒、教員が本

目海岸の清掃を行いました。

　中学校では生徒会活動の一環としてボラン

ティア活動に力を入れており、海岸一帯に散

乱するゴミを約 1時間拾いました。

　これからも生徒達には、自分達の生活する

地域の環境に関心を持ち、美しい環境を保と

うとする気持ちを持って生活して欲しいと思

います。

　6月 15 日、今年度第１回目となる「ふる

さと教室」が行われ、小学５年生が賀老高原

の自然探索を行いました。

　当日は、島牧の自然に詳しい吉澤さんを講

師に迎え、賀老高原に生息する植物などの説

明を受けながら、「賀老の滝」や「昇竜の橋」

などを見学しました。中には賀老の滝を初め

て見たという児童もいて、水流が増したこの

時期の迫力ある滝に驚いていた様子でした。

「森・川・海づくり」植樹会

　６月２日、賀老高原で「森・川・海づくり

植樹会」が行われました。

この活動の目的は森が育むきれいな空気や水、

その水が流れ込む豊かな海を残すために行わ

れています。

　各団体や島牧小学校の児童など４６人が参

加し、用意されたミズナラ・ブナの苗木約

１７０本を故郷島牧のために皆さん汗を流し

ながら植樹に励みました。
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北海道知事来村

　６月１日、高橋はるみ北海道知事が来

村され、島牧漁協にて懇談が行われまし

た。濱野漁業協同組合長から密漁対策や

養殖施設の整備など、現在の島牧の水産

に関する取組みが説明されたのち、村長

や漁業関係者らを交え今後の課題につい

て会談しました。

　知事は、「道としても現状を受け止め、

対策を講じていきます」と話されました。

選挙管理委員会連合会表彰

　村選挙管理委員として 7年間努められ

ている和田定和さんへ、この度、北海道

市町村選挙管理委員会連合会長より表彰

状が贈られました。

　和田さんは長年にわたり選挙の管理執

行と公正な選挙の啓発に努めたことが認

められ、今回表彰を受けられました。

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
全
て

の
方
へ
住
民
票
の
住
所
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

に
つ
い
て
の
通
知
カ
ー
ド
が

送
付
さ
れ
、希
望
者
に
は「
個

人
番
号
カ
ー
ド
」
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
社
会
保
障

と
税
に
各
制
度
に
お
け
る
効

率
性
、
透
明
性
の
向
上
を
図

り
、
給
付
や
負
担
の
公
平
性

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
国

民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
平
成

28
年
1
月
か
ら
制
度
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

住
民
票
を
有
す
る
す
べ
て

の
方
一
人
に
一
つ
指
定
さ
れ

た
12
桁
の
番
号
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使

う
も
の
で
す
。
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　 

こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
る

と
特
定
の
個
人
等
に
関
す
る

正
確
な
情
報
が
迅
速
に
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か

ら
、
行
政
事
務
の
効
率
化
や

き
め
細
や
か
な
支
援
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
村
民
の
方
に
も
申

請
の
際
の
添
付
書
類
が
不
要

に
な
る
と
い
っ
た
手
続
き
の

負
担
の
軽
減
や
本
人
確
認
の

簡
素
化
そ
の
他
の
利
便
性
の

向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

国
の
行
政
機
関
や
地
方
公

共
団
体
な
ど
に
お
い
て
、
年

金
、
雇
用
保
険
、
医
療
保
険

の
手
続
き
、
生
活
保
護
や
福

祉
の
給
付
、
税
の
手
続
き
な

ど
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
事

務
に
限
っ
て
利
用
さ
れ
ま

す
。

　　

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
ら

れ
た
方
は
、
同
封
さ
れ
た
申

請
書
と
顔
写
真
を
郵
送
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
区
町
村
の

窓
口
で「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　

島
牧
村
役
場
総
務
課

　
　

℡
75-

６
２
１
1

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
と
は
何
で
す
か
？ 　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
メ
　

　
リ
ッ
ト
と
は
何
で
す

　
か
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
誰

　
が
ど
ん
な
こ
と
に
使

　
う
の
？

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

　
は
、
ど
う
す
れ
ば
も

　
ら
え
る
の
？

平
成
28
年
1
月
か
ら

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
制
度
が
始
ま
り
ま
す
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　熱中症は、暑さやその時の体調により、水分・塩分不足となり体温調節ができなくなる
と発症する恐れがあり、重度の場合は命に関わることもあります。ご高齢の方は若い方に
比べると、暑さやのどの渇きを感じづらいため熱中症を発症しやすく、室内にいても注意
が必要です。

夏の健康管理
～熱中症と食中毒について～

（１）熱中症の予防法

　・テレビなどの情報を活用し、最高気温や暑さ指数を確認しましょう。

　・喉が渇いていなくても、こまめに水分補給しましょう。
　・夜間のトイレを気にして、水分補給を控えることはやめましょう。
　・海風を部屋に通したり、扇風機やエアコンを上手に活用しましょう。
　・外出時は、体をしめつけない涼しい服装にし、帽子や日傘を活用しましょう。

（２）熱中症が疑われる症状

　・軽度～めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、こむら返り
　・中度～頭痛、吐き気、体のだるさ、集中力、判断力の低下
　・重度～意識がもうろうとする、けいれん、歩けない

　　食中毒は、梅雨明けから夏に多く発生します。食中毒予防の 3原則で予防しましょう。

　　食中毒予防の 3原則

　（１）細菌をつけない～こまめに手や調理器具を洗う、食品保管は密閉容器やラップを使 

             う。

　（２）細菌を増やさない～食品は冷凍庫・冷蔵庫で保管する、室温で解凍しない。

　（３）細菌を死滅させる～食品は 75℃で 1 分以上加熱する、調理器具を漂白・熱湯処理

            する。

１、熱 中 症

２、食 中 毒

災
害
時
に
お
け
る
石
油
燃
料

の
供
給
等
に
関
す
る
協
定
書

手
交
式

　
島
牧
村
と
小
樽
地
方
石
油
業
協
同
組

合
が
災
害
時
に
お
け
る
石
油
類
燃
料
の

供
給
等
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、
22
日

（
月
）
島
牧
村
役
場
で
手
交
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
関
係
者
が
見
守
る
中
、

藤
澤
克
村
長
と
小
樽
地
方
石
油
業
協
同

組
合
の
荒
田
一
正
理
事
長
が
協
定
書
を

手
交
し
ま
し
た
。

　
協
定
の
内
容
は
、
災
害
時
に
島
牧
村

の
要
請
で
、
緊
急
車
両
や
施
設
、
避
難

所
、
医
療
機
関
に
な
ど
へ
石
油
燃
料
を

優
先
供
給
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
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◆保険証が新しくなります

◆減額認定証 (限度額適用 ・標準負担額減額認定証） も新しくなります

◆医療費通知の発行を希望される方へ
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国
保
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

 ・検診を積極的に受けましょう

  ・はしご受診などを止めて適正受診を心がけましょう

　
す
で
に
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
書
は

お
手
元
に
と
ど
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

期
間
内
に
完
納
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
税
率
と
限
度
額
は
、
次
の
通

り
で
す
。

納　期

１期     ６月 30 日

２期     ７月 31 日

３期     ８月 31 日

４期     ９月 30 日

５期   11 月　2 日

６期   11 月  30 日

７期   12 月 25 日

区　分 医　療 後　期 介　護

所得割 8.6％ 2.2% 1.1%
資産割 64.4% 16.1% 10.0%
均等割（一人当） 23,000 円 6,000 円 4,500 円

平等割
（世帯割）

普通世帯 30,000 円 8,000 円 4,000 円
特定世帯（※） 15,000 円 4,000 円
特定継続世帯 22,500 円 6,000 円

限度額 520,000 円 170,000 円 160,000 円

　
滞
納
す
る
と
保
険
証
の
使
用
が

　
制
限
さ
れ
ま
す

　

平
成
26
年
度
の
収
納
率
は
、
前
年
度

と
比
較
し
て
全
体
で
０
．
９
%
増
加
し

ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
は
相
互
扶
助

の
精
神
で
運
営
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す

の
で
、
税
の
滞
納
が
あ
り
ま
す
と
、
加

入
者
の
み
な
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
納
期
内
に
完
納
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
１
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
保

険
証
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※特定世帯とは、７５歳になると国民健康保険から後期高齢者

医療制度へ移行することに伴い、単身世帯になる世帯のことを

いいます。

国保税収納率

区　分 26 年度 25 年度

現 年 度 分 95.3% 93.7%

滞 納 繰 越 分 9.0% 4.4%

計 68.9% 68.0%

  ・ジェネリック医薬品 ( 後発医薬品 ) を活用しましょう

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　
医
療
機
関
で
医
師
か
ら
処
方
さ
れ
、

調
剤
薬
局
で
受
け
る
医
療
用
医
薬
品
に

は
、
新
薬
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
新
薬
と
は
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
が
初

め
て
作
る
薬
の
こ
と
で
先
発
医
薬
品
と

も
い
い
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、

新
薬
の
特
許
期
間
満
了
後
、
新
薬
と
ほ

ぼ
同
じ
有
効
成
分
・
効
き
目
で
製
造
販

売
さ
れ
る
薬
で
後
発
医
薬
品
と
も
い
い

ま
す
。
開
発
コ
ス
ト
が
大
幅
に
抑
え
ら

れ
、
新
薬
よ
り
低
価
格
に
設
定
で
き
5

割
も
安
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
医
師
の

処
方
せ
ん
の
も
と
で
調
剤
薬
局
で
調
剤

さ
れ
る
薬
で
す
。
現
在
治
療
中
の
方
は
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
替
え
ら
れ
る

か
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。



難病の治療で

　

外
食
業
等
の
各
事
業
者
で
、
米
穀
や

米
飯
・
米
加
工
食
品
等
を
販
売
・
提
供

す
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
法
律

に
該
当
し
ま
す
。

１
取
引
記
録
の
作
成
保
存

　

米
穀
商
品
の
仕
入
・
出
荷
の
際
に

は
、
①
品
名
、
②
産
地
、
③
数
量
、
④

取
引
年
月
日
、
⑤
取
引
先
、
⑥
搬
出
入

し
た
場
所
を
記
録
し
た
帳
簿
か
伝
票

類
を
３
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

２
産
地
情
報
の
伝
達
方
法

　

米
穀
商
品
の
生
産
・
販
売
事
業
者

は
、
伝
票
類
（
納
品
書
、
請
求
書
、
領

収
書
等
）
に
産
地
情
報
を
含
む
取
引
記

録
、
も
し
く
は
米
袋
か
商
品
等
で
産
地

情
報
を
伝
達
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

外
食
店
、
仕
出
し
、
弁
当
、
宅
配
、

出
前
等
で
米
飯
類
を
提
供
す
る
事
業
者

は
、
店
舗
に
お
い
て
貼
紙
か
メ
ニ
ュ
ー

等
で
産
地
伝
達
を
お
客
様
（
消
費
者
）

に
お
知
ら
せ
す
る
か
、
宅
配
・
出
前
等

で
は
伝
票
類
や
チ
ラ
シ
、
は
し
袋
等
で

産
地
伝
達
を
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は

農
林
水
産
省
HP
ま
た
は
、
北
海
道
農
政

事
務
所
消
費
・
安
全
部
業
務
課

℡
０
１
１
‐
８
６
３
‐
６
０
３
１

7
月
22
日
、
29
日
、
8
月
5
日
、
12
日

毎
週
水
曜
日
、
相
談
無
料

▼
事
前
予
約
制　

▼
予
約
受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
住
所　

岩
内
町
高
台
84
‐
3

　
（
佐
藤
精
肉
店
と
な
り
）

℡　

0
1
3
5
‐
62
‐
8
3
7
3

FAX　

0
1
3
5
‐ 

62
‐
8
3
8
3

　
「
事
業
場
内
最
低
賃
金
（
8
0
0
円

未
満
）
の
40
円
以
上
の
引
き
上
げ
」
と

「
労
働
能
率
向
上
の
た
め
の
業
務
改
善
」

を
併
せ
て
行
っ
た
中
小
企
業
へ
、
業
務

改
善
に
要
し
た
費
用
の
１
/
２
（
30
人

以
下
の
事
業
場
は
３
/
４
）
を
助
成
し

ま
す
。（
上
限
額
あ
り
）

詳
し
く
は

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
賃
金
課
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

℡
0
1
1
‐
7
0
9
‐
2
3
1
1　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
3
5
3
4
）

○
特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
今
日
の
我

が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦

没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た

し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表

す
る
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
特

別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）
を
支
給
す
る

も
の
で
す
。

　

第
十
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、

ご
遺
族
に
一
層
の
弔
慰
の
意
を
表
す
る

た
め
、
償
還
額
を
年
５
万
円
に
増
額
す

る
と
と
も
に
、
５
年
ご
と
に
国
債
を
交

付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶

助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け

る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。

１　

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２　

戦
没
者
の
子

３　

戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係

を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が

入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４　

上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

方
に
限
り
ま
す
。

○
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債

○
請
求
期
間　

平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
30
年
４
月
２
日

業
務
改
善
助
成
金
の
お
知
ら
せ

8

村からの
お知らせ

　　広報活動についてのご意見は

企画係までお寄せください。

（電話　75-6212）

　「
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
」
を

　
　
　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か
？

し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
開
設
の
お
知
ら
せ

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ



（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
回
特
別

弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

○
請
求
窓
口
　
役
場
　
福
祉
課

詳
し
く
は

役
場
福
祉
課
　
℡
75
‐
6
0
0
1

　

美
し
い
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
や
森

林
整
備
、
緑
化
の
推
進
を
目
的
に
「
緑

の
募
金
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
皆
様

か
ら
心
温
ま
る
2
7
8
3
9
円
の
募

金
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
　

柏
光
園　
　
　

5
0
0
0
円

　
　
　

慈
光
園　
　
　

5
6
5
3
円

　
　
　

小
学
校　
　
　

2
6
2
5
円

　
　
　

中
学
校　
　
　

3
1
5
7
円

　
　
　

役　

場　
　
　

9
9
3
5
円

　
　
　

役
場
福
祉
課　

1
4
6
9
円

　　

2
0
1
5
年
度
夏
季
の
電
力
供
給

は
、
老
朽
火
力
の
最
大
限
の
活
用
を
前

提
に
、
北
海
道
電
力
管
内
で
も
安
定
供

給
に
最
低
限
必
要
と
さ
れ
る
予
備
率

３
％
以
上
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で

す
。

　

し
か
し
、
老
朽
火
力
を
含
む
発
電
所

の
ト
ラ
ブ
ル
は
増
加
傾
向
に
あ
る
等
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
、
大
規

模
な
発
電
所
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場

合
、
安
定
供
給
が
出
来
な
い
可
能
性
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
国
民
生

活
、
経
済
活
動
等
へ
の
影
響
を
極
力
回

避
し
た
無
理
の
な
い
形
で
、
で
き
る
限

り
の
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
夏
季
の
節
電
協
力
期
間

7
月
1
日
（
水
）
か
ら
9
月
30
日
（
水
）

ま
で
の
平
日
（
8
月
13
日
（
木
）
及
び

14
日
（
金
）
を
除
く
9
時
〜
20
時
）

9

年金の窓口 国民年金保険料免除等の申請について

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害

基礎年金や遺族基礎年金が受けられなくなる場合があります。

　

　
経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、

保険料の納付が免除・猶予となる「保険料免除制度」や「若年者 (30 歳

未満 ) 納付猶予制度」がありますので、住民登録をしている市区役所また

は町村役場の国民年金担当窓口で手続きをしてください。申請書は窓口

に備え付けてあります。

　平成 27年度の免除等の受付は平成 27年 7月 1日から開始され、平成 27年 7月分から

平成 28年 6月分までの期間を対象として審査を行います。

　また、平成 26年 4月から法律が改正されて、2年 1カ月前の月分まで遡及して免除申請

をすることができる様になりました。

　失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請を忘れていた

ために未納期間を有している方等は、一度、役場住民係または小樽年金事務所へご相談く

ださい。

　
緑
の
募
金
あ
り
が
と
う

介
護
保
険
料
の
納
入
期
限
は
、【
第
1
期
】
平
成
27
年
7
月
27
日
【
第
2
期
】
平
成
27
年
8
月
25
日
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

夏
季
の
節
電
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
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わが家の

6
　
月

7
　
月

お殿様

　　　　　　　
　仮面ライダーが大好きで、毎日、変身ベル
トを付けて仮面ライダーになりきって遊んで
います。
　これからも明るく元気に育って欲しいで
す。
　　　　　
　

　及
おいかわ

川　響
ひびき

喜くん

（平成22年9月10日生）

字泊／及川光輝・
幸恵さんのお子さん

 6月16日～7月15日

16 日　 Ｂ・Ｂ来村           
20 日　 保育所運動会          　 
22 日　 災害時における石油類燃料　   
               の供給等に関する協定手交式

  3 日　 戦没者追悼式
  5 日　 第 20 回パークゴルフ大会
  8 日　 社明運動内閣総理大臣メッセージ伝達式

12 日　 島牧消防団演習
13 日　 夏の交通安全運動街頭啓発

（6月1日～6月30日掲載申出分・敬称略）
■おしあわせに��������������

  27.6.22   髙島　瑛人  ���� 　元町

           松下亜紀奈  ���� 　元町

■おくやみ �������������

	 27.6. 4	 渥美　久行  （81 歳）� � 　泊
	 27.6.14	 三上　昭一  （87 歳）�� 栄浜

	 27.6.29	 内藤　キヌ  （93 歳）�� 歌島

　27.6.29	 島田　英男　（90 歳）�� 永豊　

■人口及び世帯数（27年6月30日現在）��

	      1,585 人	 （前月比△ 7 人）
	　男：　776 人	 （前月比△ 3 人）
	　女：　809 人	 （前月比△ 4 人）
	　　　　857 戸	 （前月比△ 4 戸）

運

転

免

許

更新時講習
　寿都町文化センター

一般・違反講習
　8月18日　(火）
　一　般　者　13：00～14：00
　違　反　者　14：15～16：15

優良・初回講習
　7月17日　8月21日　（金）　
　優　良　者　13：00～13：30
　初回更新者　14：00～16：00

高齢者講習
（70歳以上・事前予約制）
　※木曜日開講

岩内自動車学校　0135－62－1328
　7月23日　8月27日（木）

5 2 9

夕焼けふるさとスケッチ


